
早田 末男
（わさだ・すえお）

「元気な故郷、
　   住みやすい町を目指して」

　今回の「地域人」は、旭町和田公民館　館長として活
躍しておられる早田　末男さんをご紹介します。

　私は熊本県生まれで、大阪に就職して生活していま
した。私が５０歳の時の平成１０年に、島根県より来られ
ていたふるさと定住財団の方に、興味のあった林業の
仕事を紹介され家族で移住しました。いわゆるIターン
で旭町にお世話になり、もう２１年が経過しました。林
業の仕事を約１０年努めましたが、予期せぬ腰痛の悪化
でリタイヤし、回復後には和田地区にある福祉施設（や
すらぎの郷、あさひ園、ひまわり工房）で施設維持や送
迎などを手伝っていました。約３年前に和田地区の公民
館運営を依頼され、館長として現在に至っています。こ
の仕事を簡単に引き受けてしまったのですが、この和
田地区のことを詳しく知っているわけではなかったの
で、最初の頃はとても苦労して、何故引き受けたんだ
ろうと悔やんだこともありました。

　毎年恒例になっている地域の祭り事、町作りでの行
事、公民館の事業に参加して思うのは、参加して下さる
方は快く参加していただけるのですが、参加人数が少
ないことです。先日、集落のサロンに軽い健康運動の
指導に行った際、運動のことは大変良いのだが、高齢
で足が悪くなり外出しにくかったり、会場への足の確保
が難しい（行政ではデマンドバス、タクシーを運行して
くれています）との意見を聞きました。送迎の問題点は
考えていかなければなりませんが、住民の方にとっては
地区の情報を少しでも早く知りたいとも思いますので、
常に話し相手になって公民館へ多くの地域の方が寄り合
い話し合える場所になるように心がけています。

　公民館事業として、空き地を利用した野菜作り教室
も行っています。旭町には矯正施設がありますが、そこ
から若いご夫婦や、小学生以下のお子さんも多く参加
していただいています。子供たちには土遊びや水遊び、
芋掘りなどが人気があり、いつの時代もどこの子供も
変わらないなと思いました。意外に思ったのは、子供た
ちだけでなく、親御さんの中にも落花生がどこに実が
付くのか知らなかったり、実がなる場所も初めて見る方

旭町和田公民館 館長

vol. 39

が多かったことです。農村で育っていない方にはわから
ないのは当たり前かもしれませんが、自分で栽培して
みて生産者の苦労も実感されたようです。

　今後は、地域の高齢化に伴い田畑の耕作放棄地が増
えていくことが予想されます。その対策として、今年は
公民館で有志を募り、エゴマを実験的に栽培してみま
した。これが予想していたほどに手間がかからず、少し
ではありますが収穫まで出来ました。エゴマは需要があ
りますので、耕作放棄地対策には効果があると思われ
ます。食べると十年長生きが出来る謂われから、ある地
方では「ジュウネン」と呼ばれているそうです。これから
もエゴマの栽培にチャレンジしていきたいと思います。

　最後になりましたが、地域の皆さんが草刈りなどボ
ランティアとして公民館を助けていただいています。こ
こで御礼を申し上げると共に、これからも地域の方と相
談しながら、高齢者を盛り上げ、元気な故郷・住みや
すい町作りに頑張っていきたいと思います。

野菜作り教室の風景 　
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「サバカレーパン」で
目指した想い

代表取締役社長　齋藤  憲嗣

誰かのために役立てることが＂やりがい＂
　先代が立ち上げた内装業の市場減少もあり、事業継承
で悩み、仕事や家庭、全てがどん底だった頃、経営について
相談していた方から「何がしたいのか？」と問われ、苦しい
自分から出たのは「人の役に立つ仕事がしたい」と言葉で
した。それがきっかけで、介護事業を立ち上げました。当
初の数年は上手くいかない日々が続きましたが、諦めずに
歩みを止めなかったお陰で今があります。　
　現在は、人の役に立てる仕事「ありがとう」をいただく仕
事を日々追求し、地域で必要とされる存在でいられるよう
に、やりがいを持ち、日々、会社の仲間たちと精進しており
ます。主な事業は４つあり、浜田市内で「介護事業」、介護
施設へ食事を提供する「食品事業」、イベントでのゴミ削減
のためリユース食器をレンタルする「環境事業」、住まいの
環境を整備する「内装事業」を行っています。

マンネリ化した＂介護の食事＂を
女子高生とメニュー開発
　介護の仕事に携わっていると様々な悩みや問題に直面
します。その中の一つに介護施設に食事を提供していると
“毎日の食事に飽きてしまう”という利用者さんの悩みが
ありました。その悩みを解決するため、昨年、島根県立浜
田水産高校食品流通科の３年生とコラボして“新メニュー”
の開発に取り組みました。
　生徒のアイデアは斬新で、浜田港で水揚げされたサバの
缶詰を使った「サバカレーパン」を提案してくれ、生徒のみ
なさんと一緒に開発し、実際に介護施設で提供することが
できました。当日は、入居している多くの利用者さんの「笑
顔」や「ありがとう」に触れられ、大変嬉しかったです。

「サバカレーパン」を商品化しよう！
高校生の未来を応援したいという想いから
　介護施設のメニューとして開発した「サバカレーパン」の
商品化の切っ掛けは、開発を手伝ってくれた地元の高校生
たちにも気軽に食べてもらいたい。高校生と一緒に作った
アイデアが実現することを地域に伝えることで、夢や希望
を持ち社会に出ていく高校生たちに、自信を持って色んな

ことにチャレンジして欲しい願いがありました。そんな願い
と商品アイデアの反響もあって「サバカレーパン」を商品化
が実現し、発売を開始することができました。

なぜ？製造が障がい者就労支援事業所なのか
　女子校生のアイデアで誕生した「サバカレーパン」を作
るのは、地元の障がい者就労支援事業所「プチマタン」の
方々です。協力を依頼した理由は、障がい者就労B型の賃
金体系が生産物に対する成果報酬の「工賃」で支払われる
ため、商品を多く売れば賃金が増えることを知ったことで
す。介護事業を展開する中で、現状できる社会貢献を考
え、地域の力になれればという想いで、製造をお願いしま
した。お陰様で多くの方々に「サバカレーパン」を食べてい
ただき、嬉しい声もいただくことができました。本当にあり
がたいことです。

地域のみんなで＂幸せ＂になる
　私たちは、地域の様々な困りごとや心配ごとを解決する
お手伝いをすることで、地域の方々と一緒に笑顔になりた
いと願っています。自分たちの技術や知識では解決できな
い問題でも、地域の資源や人の繋がりで、多くの方々のパ
ワーで住み易く、住みたい地域にしたいなという想いがあ
ります。私自身に気持ちの余力があるうちは、誰かのため
に役立てるように、そして、みんなで一緒に幸せになるた
めに、わたしたちでは出来ないことをみんなで実現したい
なと考えています。

「プチマタン」のスタッフさんと共に作ったサバカレーパンと一緒に

県立浜田水産高校食品流通科の3年生とのコラボで誕生した「サバカレーパン」
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